両岸(中台)関係の未来と日本　―経済・軍事・世論から見る現状維持の可能性と日本の安全保障政策への含意― by 谷口 彩香
今後大陸中国と台湾の関係はどのように進展し
ていくのか．両岸の関係の変化は，日本に対して
どのような影響を与えるのか．本研究では，上記
の問題に対して理論的及び実証的側面から分析
し，その日本の安全保障政策に対する含意を考察
する．
2014年，台湾の大陸中国への輸出は台湾の全輸
出額の26％にのぼり，台湾の大陸中国からの輸入
は台湾の全輸入額の 17 ％以上を占めた．その一
方，大陸中国が急速に軍事費を拡大している傍ら
で，台湾の軍事費は対GDP比において2000年以
降 3％以下を維持しつづけている．ただ，台湾人
の88.9％が「現状維持」を望んでいる．他方，大
陸中国は台湾との政治的統一を望んでいる．両岸
関係の改善は日本も支持することであるが，両岸
関係が急激に進展する場合，日本の対中，対台湾
政策は難しい問題になりうる．そのためこの研究
は，変わりゆく両岸関係と，それが日本に及ぼす
影響について分析し，日本の安全保障政策及び東
アジアの安定のための指針を明示することを目的
としている．
第 1章では，現状維持の可能性への分析によっ
て先行研究を分類した．
第 2章では，経済的相互依存の深化が両岸現状
維持にどのような影響を与えるか考察した．両岸
関係において軍事力が優越的な役割を果たしてい
ること，多元的な接触チャンネルを持たないこ
と，安全保障におけるアジェンダが一致しないこ
とから，両岸関係はナイの「複合的相互依存」の
レベルは低い．貿易，投資の両方において両岸経
済関係は非対称的であり，かつ台湾にとって大陸
中国以外の代替性が低い．しかし，大陸側の経済
的オプションが限られていること，それだけでは
台湾側が現状維持を変更する可能性が低いことか
ら，両岸現状維持の可能性は高い．
第 3章では，軍事バランスの変化が両岸現状維
持にどのような影響を与えるか分析した．両岸の
軍事費，量・質的軍事バランスは非常に非対称的
である．大陸側が台湾にとりうる軍事的オプショ
ンを，政治的強制，海上封鎖・禁輸，限定攻撃，
全面侵攻という 4つのレベルに分け分析を行った
結果，全面侵攻が双方のコストが最も高く，目標
達成可能性は限定攻撃などに比べると低いが，大
陸中国が最もとりうる可能性が高い手段は政治的
強制であるという結論に至った．大陸側の手段が
政治的強制にとどまる限り，台湾側が現状維持を
変更する可能性は低く，両岸現状維持の可能性は
高い．
第 4章では，現状維持を望む台湾世論が両岸の
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現状維持に対してどのような影響を与えるか分析
した．台湾世論と台湾の政党政治に影響を与えう
るいくつかの変数を分析した．台湾の人々の89％
が広義の現状維持を望んでいるが，永遠の現状維
持と現状維持後の独立を望む人が増えている．大
陸中国に対し非友好的だと感じる人も減少してお
らず，自身を台湾人だとみなす人が増えている．
投票行動は変動しやすく，国民党は経済重視の立
場から一定の支持を集めてきた．台湾内部でのエ
スニックグループの垣根は低くなっている．台湾
の政党政治は中道化しており，両岸現状維持の可
能性は高いという結論に達した．経済的相互依
存，軍事バランスの変化，台湾世論をすべて分析
に含めた結果，両岸は予見できる未来において現
状を維持し続ける可能性は高い．
次の第 5章では， 4 章までの結論をもとに，日
本の安全保障における台湾の地政学的重要性や，
歴史的位置づけから両岸関係の変化が日本の安全
保障に与える影響を分析した．日本は台湾と地理
的に近く，安全保障上歴史的にも台湾を軽視して
こなかった．日本は，台湾のRCEP・TPP加盟・
二国間 FTAの締結及び非伝統的安全保障分野に
おける国際・地域枠組みへの参加を支援するこ
と，日台の交流・日米同盟を強化すること及び台
湾有事の際の後方支援能力・自衛能力を強化し台
湾有事に備えることが必要であるという提言を
行った．
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